


　

今
年
の
８
月
11
日
「
山
の
日
」
に
、
林

業
女
子
会
＠
高
知
が
発
足
し
ま
し
た
。
林

業
女
子
会
と
は
林
業
に
関
心
の
あ
る
女
性

で
つ
く
る
サ
ー
ク
ル
で
、
２
０
１
０
年
に

京
都
で
誕
生
し
て
か
ら
国
内
各
地
や
海
外

に
広
が
り
、
現
在
24
団
体
あ
り
ま
す
。
主

な
活
動
内
容
は
（
１
）
林
業

女
子
ど
う
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
と
（
２
）
林
業
の
魅

力
を
広
く
伝
え
る
情
報
発
信

で
す
。

　

「
林
業
女
子
」
と
は
、
森
や

木
と
関
わ
る
生
業
や
生
活
に

関
心
の
あ
る
す
べ
て
の
女
性

と
定
義
し
て
お
り
、
＠
高
知

に
も
林
業
事
業
体
や
森
林
管

理
署
・
県
職
員
と
い
っ
た
立

場
で
林
業
に
携
わ
る
女
性
に

加
え
、
建
築
業
、
研
究
者
、

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
な
ど
、
幅

広
い
関
心
や
特
技
を
持
っ
た

27
名
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

林
業
女
子
会
は
川
上
か
ら
川

下
、
異
業
種
が
ゆ
る
や
か
に

つ
な
が
る
こ
と
で
、
林
業
に
関
心
を
持
つ

層
を
広
げ
な
が
ら
、
女
性
目
線
か
ら
林
業

を
元
気
に
す
る
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
新
し
い

活
動
や
商
品
な
ど
を
生
み
出
し
て
き
ま
し

た
。
林
業
界
で
少
数
派
の
女
性
に
と
っ
て

は
、
悩
み
事
も
気
楽
に
話
せ
る
場
で
も
あ

り
ま
す
。

　

高
知
県
は
全
国
１
位
の
森
林
率
を
誇
る

だ
け
で
な
く
、
西
部
の
ヒ
ノ
キ
、
中
部
や

嶺
北
の
ス
ギ
、
東
部
の
魚
梁
瀬
杉
や
備
長

炭
な
ど
、
林
業
の
多
様
性
も
特
徴
で
す
。

ま
た
女
性
活
躍
度
（
管
理
職
や
起
業
家
の

女
性
割
合
）
も
日
本
一
。
そ
ん
な
高
知
ら

し
い
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
＠
高
知
は
林
業
地
の
視
察
会
や

定
例
会
な
ど
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
は
林
業
女
子
ど
う
し
の
交
流
、
一
般

の
方
へ
の
情
報
発
信
、
林
業
界
へ
の
提
言
、

と
い
う
３
本
の
柱
で
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
。
関
心
の
あ
る
女
性
の
ご
参
加
を
ぜ
ひ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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９
月
19
日
、
高
知
中
部
森
林
管
理
署
管
内
に
お
い
て
、
測
定
担

当
職
員
等
16
名
を
対
象
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
境
界
巡
視
の

現
地
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
四
国
森
林
管
理
局
保
全
課
か
ら
当
勉
強
会
の
趣
旨
等

に
つ
い
て
、
企
画
調
整
課
か
ら
ド
ロ
ー
ン
の
取
扱
や
関
係
法
規
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
後
、
高
知
中
部
森
林
管
理
署
の
萩
野
伸
二

地
域
技
術
官
が
講
師
と
な
り
、
現
地
の
国
有
林
の
境
界
の
状
況
と

操
作
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
操
作
地
点
か
ら
の
目
視
が
困
難
な
場
所
に
つ
い
て
事
前
に

目
視
外
飛
行
の
許
可
を
得
て
い
る
こ
と
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
終
了
後
、
周
辺
の
国
有
林
の
境
界
上
空
の
飛
行
の
実
演
を

行
い
、
続
い
て
、
徳
島
森
林
管
理
署
の
濵
田
幸
治
次
長
が
自
動
操

縦
に
よ
る
飛
行
の
実
演
を
行
い
、
定
点
か
ら
の
写
真
撮
影
で
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
箇
所
に
つ
い
て
も
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
境
界
の

状
況
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
遠
望
に
よ
る
境
界
巡
視
が
で
き
ず
踏
査
に
よ
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
箇
所
等
に
つ
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
積
極
的
に
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
率
的
な
境
界
管
理
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
を
活
用
し
た

境
界
巡
視
の
現
地
勉
強
会
開
催

〈
保
全
課
〉

3
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各地のたより 目次

第58回治山研究発表会で優秀賞を受賞

剣山自然休養林観光資源の活用推進のため

ドローンで、新たな民国連携

三嶺の森の再生を目指しボランティア

等によりシカ防護ネットを設置

小型囲いワナの普及とドローンの活用

松野西小学校で年間を通した森林環境

教育（土にすむ生物と水の土壌浸透

実験）を実施

第
58
回
治
山
研
究
発
表
会

で
優
秀
賞
を
受
賞

〈
嶺
北
森
林
管
理
署
〉

　

第
58
回
治
山
研
究
発
表
会
は
、
10
月
３
、

４
の
両
日
に
わ
た
り
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
林
野
庁
、
都
道
府
県
及
び
企
業
等
の

治
山
研
究
会
会
員
の
参
加
を
得
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

研
究
発
表
会
で
は
、
①
予
防
対
策
時
お

よ
び
復
旧
対
策
時
に
お
け
る
取
組
②
森
林

造
成
お
よ
び
木
材
利
用
に
お
け
る
取
組
③

調
査
・
施
工
時
の
効
率
性
向
上
を
目
指
し

た
取
組
④
保
安
林
制
度
・
林
地
開
発
許
可

制
度
の
適
切
な
運
用
に
向
け
た
取
組
の
４

つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
10

課
題
か
ら
14
課
題
の
合
計
48
課
題
の
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
署
か
ら
は
予
防
対
策
時
お
よ
び
復
旧

対
策
時
の
取
組
と
し
て
「
南
小
川
地
区
沖

（
下
）
地
す
べ
り
防
止
対
策
工
事
に
つ
い

て
」
と
題
し
南
小
川
治
山
事
業
所　

宮
岡

卓
治
山
技
術
官
、
治
山
グ
ル
ー
プ　

中
田

亘
治
山
技
術
官
が
発
表
を
行
い
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
は
、
南
小
川
治
山
事
業
所
管

内
で
平
成
24
年
度
よ
り
着
手
し
、
平
成
29

年
度
に
完
成
し
た
四
国
局
で
初
と
な
る
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｍ
工
法
に
よ
る
排
水
ト
ン
ネ
ル
工
の

効
果
検
証
と
今
後
の
施
設
の
維
持
管
理
の

課
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
も
の
で
し

た
が
、
審
査
委
員
の
方
か
ら
は
、「
適
切
な

施
設
の
維
持
・
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る

中
、
本
工
事
に
お
い
て
の
取
組
は
、
そ
の

方
向
性
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
地

す
べ
り
対
策
の
参
考
と
な
り
得
る
点
が
評

価
で
き
る
」
と
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

嶺
北
森
林
管
理
署
で
は
、
今
後
も
、
南

小
川
地
区
の
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
の
完

了
に
向
け
、
効
果
的
な
治
山
対
策
の
取
組

を
続
け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

発表した宮岡卓技術官（左）中田亘技術官（右） 現地研修の様子

剣
山
自
然
休
養
林

観
光
資
源
の
活
用
推
進
の
た
め

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

徳
島
森
林
管
理
署
の
管
内
に
あ
る
剣
山

自
然
休
養
林
は
、
見み

の

こ

し

ノ
越
峠
を
中
心
に
、

南
の
剣
山
地
区
、
北
の
葛つ

づ

ろ篭
地
区
、
西
の

塔
の
丸
地
区
、
東
の
赤
帽
子
地
区
か
ら
な

る
自
然
休
養
林
で
、
平
成
29
年
度
に
「
日

本
美
し
の
森
～
お
薦
め
国
有
林
～
」（
全
国

93
箇
所
）
の
一
つ
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

貴
重
な
高
山
植
物
の
群
生
地
や
原
生
林

が
あ
り
、
春
は
若
葉
、
初
夏
か
ら
夏
は
花

木
の
開
花
、
秋
は
紅
葉
と
、
四
季
そ
れ
ぞ

れ
の
雄
大
な
自
然
美
を
み
せ
て
く
れ
、
祖

谷
の
か
ず
ら
橋
、
鳴
門
の
渦
潮
と
と
も
に
、

徳
島
県
の
有
数
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ秋の剣山
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て
い
ま
す
。

　

徳
島
森
林
管
理
署
で
は
、
剣
山
自
然
休

養
林
が
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用

を
推
進
す
る
た
め
、
休
養
林
内
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
29
年
度
に
リ
フ

ト
の
西
島
駅
か
ら
「
剣
山
か
ら
次じ

ろ
う
ぎ
ゅ
う

郎
笈
」

に
延
び
る
歩
道
に
連
絡
す
る
国
有
林
歩
道

の
崩
壊
箇
所
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
今

年
度
に
お
い
て
は
、
剣
神
社
、
御
神
水
へ

分
岐
す
る
（
国
有
林
歩
道
）
の
崩
壊
箇
所

の
整
備
と
朽
ち
か
け
て
い
た
東
屋
の
補
修
、

剣
山
山
頂
へ
の
木
道
か
ら
二に

ど

み

て

ん

ぼ

う

度
見
展
望
へ

分
岐
す
る
国
有
林
内
に
日
本
語
、
英
語
、

韓
国
語
、
中
国
語
の
表
記
に
よ
る
多
言
語

案
内
板
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

徳
島
森
林
管
理
署
は
、
今
後
も
、
徳
島

県
、
市
町
村
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、
剣

補修中の東屋の様子

山
自
然
休
養
林
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活

用
と
貴
重
な
植
物
群
の
保
護
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
で
、
新
た
な
民
国
連
携

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

徳
島
森
林
管
理
署
で
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
国
有
林
に
隣
接
す
る
民
有
林
と
の
民

国
連
携
の
実
現
に
向
け
て
、
徳
島
県
、
三

好
市
、
林
業
事
業
体
、
徳
島
森
林
管
理
署

で
構
成
す
る
「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
会
議
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
地
域
の
森
林
・
林
業

の
再
生
に
向
け
た
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

署
で
は
、
山
地
災
害
対
策
や
森
林
資
源

調
査
等
に
ド
ロ
ー
ン
を
積
極
的
に
活
用
し

て
お
り
、
平
成
29
年
3
月
に
は
全
国
で
初

め
て
三
好
市
と
ド
ロ
ー
ン
災
害
活
動
支
援

協
定
を
締
結
し
、
互
い
に
連
携
し
災
害
対

応
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
踏
ま
え
、
新
た
な
民

国
連
携
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
9
月
28

日
、
徳
島
県
三
好
市
で
県
、
市
町
村
、
地

方
公
共
団
体
、
森
林
組
合
な
ど
を
対
象
に

ド
ロ
ー
ン
講
習
会
を
開
催
し
、
徳
島
県
西

部
総
合
県
民
局
、
三
好
市
林
業
振
興
課
、

三
好
西
部
森
林
組
合
、
三
好
東
部
森
林
組

合
、
山
城
も
く
も
く
の
5
機
関
か
ら
26
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
冒
頭
、
多
田
弘
之
署
長
が

「
民
有
林
と
国
有
林
が
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

法
や
課
題
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
更

に
様
々
な
場
面
で
の
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を

広
げ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
後
、
署

職
員
が
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
に
関
す
る
講
義

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
好
市
山
城
町
総
合
グ
ラ
ン

ド
に
会
場
を
移
し
、
三
班
に
分
か
れ
て
参

加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
実
際
に
ド
ロ
ー
ン
の
操

縦
を
行
い
ま
し
た
。
飛
行
訓
練
で
は
、
離

陸
、
着
陸
、
左
右
、
前
後
移
動
と
い
っ
た

基
本
操
縦
に
加
え
、
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
向

き
を
変
え
な
い
で
四
角
形
に
移
動
さ
せ
る

操
縦
、
円
形
に
移
動
さ
せ
る
操
縦
な
ど
、
起

伏
に
富
ん
だ
森
林
の
地
形
や
、
災
害
調
査

多言語看板
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等
を
想
定
し
た
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

署
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
新
技
術
を

活
用
し
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
新
た
な
民
有

林
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

三
嶺
の
森
の
再
生
を
目
指
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
り
シ

カ
防
護
ネ
ッ
ト
を
設
置

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

去
る
10
月
13
日
、
秋
晴
れ
の
下
、
当
署

と
「
三
嶺
の
森
を
ま
も
る
み
ん
な
の
会
」

の
主
催
に
よ
り
、
三
嶺
山
系
の
西
熊
山

三
二
林
班
に
小
班
（
通
称
「
カ
ン
カ
ケ
谷
」）

周
辺
に
お
い
て
、
植
生
回
復
と
森
の
再
生

を
目
的
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
シ
カ

食
害
防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
作
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
実
施

し
て
お
り
、
既
に
30
回
を
超
え
、
延
べ

３
千
人
を
上
回
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

頂
く
、
息
の
長
い
活
動
と
し
て
定
着
し
て

い
ま
す
。

　

当
日
の
作
業
箇
所
は
、
ヒ
カ
リ
石
登
山

口
か
ら
徒
歩
で
片
道
約
１
時
間
半
を
要
す

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遠
く
は
い
の
町
か

ら
の
参
加
者
も
お
り
、
親
子
連
れ
を
始
め
、

高
知
県
、
香
美
市
の
各
職
員
、
高
知
県
立

髙
知
農
業
高
校
の
生
徒
な
ど
74
名
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
い
た
だ
き
、
局
・
署
職

員
16
名
を
合
わ
せ
、
総
勢
90
名
で
の
作
業

と
な
り
ま
し
た
。

  

現
地
に
到
着
し
た
参
加
者
は
、
登
山
の

疲
れ
を
も
の
と
も
せ
ず
２
箇
所
に
分
か

れ
、
当
署
職
員
等
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

総
延
長
３
６
７
メ
ー
ト
ル
の
防
護
ネ
ッ
ト

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
既
設
の
ネ
ッ
ト

内
の
植
生
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
全
員
が
「
カ
ン
カ
ケ
谷
」

周
辺
の
植
生
が
少
し
ず
つ
回
復
し
つ
つ
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
今

ま
で
の
活
動
の
成
果
を
実
感
で
き
た
も
の

小
型
囲
い
ワ
ナ
の
普
及
と

ド
ロ
ー
ン
の
活
用

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

香
川
県
林
業
普
及
協
会
か
ら
、
鳥
獣
害

被
害
対
策
と
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
つ
い
て
の

県
内
研
修
の
要
請
を
受
け
、
９
月
20
日
に

現
地
視
察
研
修
を
末す

え
み
だ
に
や
ま

美
谷
山
79
林
班
に
お

い
て
実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
当
日
は
、

雨
天
で
あ
っ
た
た
め
、
現
地
で
の
視
察
研

修
を
変
更
し
、
香
川
県
森
林
セ
ン
タ
ー
の

会
議
室
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
四
国
森
林
管
理
局
の
シ
カ
被
害

対
策
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
た
後
、
森

林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
小
型
囲
い

ワ
ナ
（
こ
じ
ゃ
ん
と
１
号
）
の
設
置
に
つ

い
て
実
際
に
組
立
て
な
が
ら
説
明
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
ノ
ウ
サ
ギ
捕
獲
用
の
箱

わ
な
に
つ
い
て
も
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
四
国
森
林
管
理
局
の
ド
ロ
ー

ン
活
用
の
取
組
に
つ
い
て
、
香
川
県
森
林

セ
ン
タ
ー
の
要
請
に
よ
り
、
５
月
に
撮
影

し
た
同
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
映
像
等
を
交
え

な
が
ら
紹
介
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
小
型
囲
い
ワ
ナ
に
角
の
大
き
い
オ
ス
が

掛
か
る
こ
と
が
あ
る
の
か
」「
小
型
囲
い
ワ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
多
く
の
方
と
協
力
し
な
が
ら
シ

カ
の
食
害
か
ら
三
嶺
の
森
を
守
る
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小型囲いワナ（こじゃんと１号）
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松
野
西
小
学
校
で
年
間
を
通

し
た
森
林
環
境
教
育
（
土
に

す
む
生
物
と
水
の
土
壌
浸
透

実
験
）
を
実
施 

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

９
月
11
日
に
松
野
町
立
松
野
西
小
学
校

４
年
生
19
名
を
対
象
に
、
第
４
回
目
の
森

林
環
境
教
育
と
し
て
「
土
に
す
む
生
物
」

と
「
水
の
土
壌
浸
透
実
験
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

最
初
に
、「
土
に
す
む
生
物
」
の
講
義
で

土
の
中
の
生
き
物
の
役
割
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　

事
前
に
観
察
用
の
土
を
準
備
し
、
実
体

顕
微
鏡
を
覗
き
な
が
ら
肉
眼
で
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
土
の
中
の
生
物
を
見
つ
け

出
し
て
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
そ
の
姿
を
映
し

て
み
ん
な
で
観
察
し
ま
し
た
。
こ
の
観
察

と
講
義
を
通
し
て
土
に
す
む
生
物
の
存
在

に
気
づ
い
て
も
ら
う
と
共
に
そ
の
は
た
ら

き
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

次
に
、「
水
の
土
壌
浸
透
実
験
」
で
は
、

２
班
に
分
か
れ
「
木
の
あ
る
山
」
と
「
木

の
な
い
山
」
の
模
型
を
使
っ
て
、
雨
に
見

立
て
て
じ
ょ
う
ろ
で
降
ら
せ
た
水
が
時
間

の
経
過
と
共
に
ど
う
い
う
変
化
を
も
た

ら
す
の
か
実
験
・
観
察
を
し
ま
し
た
。
木

や
枯
葉
を
通
し
て
出
て
く
る
水
は
薄
い
濁

り
で
計
量
カ
ッ
プ
に
溜
ま
っ
て
い
く
の
に

対
し
、
木
も
枯
葉
も
な
い
土
が
む
き
出
し

の
模
型
か
ら
は
一
気
に
濁
っ
た
水
が
計
量

カ
ッ
プ
に
溜
ま
る
様
子
を
目
の
当
た
り
に

し
、
家
の
模
型
が
倒
れ
て
土
が
は
が
れ
て

緑
色
の
底
板
が
見
え
る
と
、
児
童
達
か
ら

「
土
砂
崩
れ
だ
」
と
ざ
わ
め
き
が
起
こ
り
ま

し
た
。
変
化
の
多
い
「
木
の
な
い
山
」
の

模
型
と
、
変
化
が
少
な
く
安
定
し
て
い
る

「
木
の
あ
る
山
」
の
模
型
と
、
そ
れ
ぞ
れ
水

を
入
れ
た
量
や
水
の
出
た
量
を
計
算
し
て

そ
の
違
い
を
比
較
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
児
童
か
ら
「
実
験
で
双
方
の

違
い
が
鮮
明
に
出
た
の
で
森
林
の
持
つ
大

切
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
」
等
の
感
想
が
あ

り
、
森
林
環
境
教
育
を
重
ね
て
実
施
し
た

結
果
、
森
林
の
は
た
ら
き
や
身
近
な
自
然

の
大
切
さ
、
山
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
児
童
た
ち
に
理
解
と
関
心
を
深
め

て
も
ら
え
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

実体顕微鏡を使って土の中の生物を観察中

ナ
の
貸
出
は
可
能
な
の
か
」「
ド
ロ
ー
ン

の
機
材
を
揃
え
る
と
す
れ
ば
費
用
は
ど
れ

く
ら
い
か
か
る
の
か
」
等
の
多
数
の
質
問

が
出
さ
れ
、
小
型
囲
い
ワ
ナ
に
つ
い
て
も
、

ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
も
、
高
い
関
心
と
期

待
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
雨
天
に
よ
り
、
実
際
に
飛
行
す

る
ド
ロ
ー
ン
と
、
そ
の
画
像
を
見
せ
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念

で
し
た
が
、
今
後
と
も
こ
う
し
た
機
会
を

積
極
的
に
設
け
る
な
ど
し
て
、
ド
ロ
ー
ン

の
活
用
普
及
に
つ
い
て
の
講
習
会
や
、
民

国
連
携
し
た
シ
カ
被
害
対
策
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山の模型を使った水の土壌浸透実験の様子



　

９
月
12
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、
平
成

30
年
度
森
林
総
合
監
理
士
育
成
研
修
・
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
実
践
研
修
（
現
地
検
討
会
）

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
研
修
は
、
急
峻
な
地
形
に
応
じ
た
効

率
的
な
架
線
集
材
シ
ス
テ
ム
や
大
型
製
材

工
場
の
木
材
利
用
・
流
通
事
情
に
つ
い
て

現
地
検
討
・
意
見
交
換
を
行
い
、
架
線
系

作
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
及
び
地
域
に
お
け

る
木
材
の
安
定
供
給
に
つ
い
て
実
践
的
な

指
導
・
助
言
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

目
的
で
、
遠
く
は
奈
良
県
・
京
都
府
か
ら
、

県
等
の
林
務
担
当
者
が
12
名
参
加
し
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
松
本
寛
喜
森
林
整
備
部
長
か

ら
「
30
年
前
は
架
線
系
の
研
修
が
多
か
っ

た
が
最
近
は
車
両
系
の
研
修
が
多
く
な
っ

て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
研
修
で
多

く
の
こ
と
を
学
び
、
今
後
の
業
務
に
活
か

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
開
講
の
挨
拶
が

あ
り
、
研
修
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

（
株
）
サ
イ
プ
レ
ス
・
ス
ナ
ダ
ヤ
砂
田
和

之
代
表
取
締
役
の
講
義
で
は
、「
な
ぜ
今
、

国
産
材
な
の
か
？
」「
原
木
の
価
格
は
同
じ

で
、
輸
送
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
に
、
な
ぜ

輸
入
材
の
方
が
安
い
の
か
？
」「
山
林
所
有 現地実習の様子

架線模型を使った講義

者
の
所
得
を
上
げ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
？
」
な
ど
、
熱
い
講
義
を
い

た
だ
き
、
川
下
の
事
情
や
、
川
上
の
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
、
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
地
で
の
研
修
は
あ
い
に
く
の
雨
の
た

め
、
架
線
の
位
置
や
実
際
の
地
形
な
ど
確

認
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
事
前
に
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
動
画
（
オ
ル
ソ
画
像
）
を

撮
影
し
て
く
れ
て
い
た
た
め
、
参
考
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の

集
材
架
線
の
模
型
を
見
な
が
ら
の
架
線
集

材
の
学
習
で
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
の
動

き
や
荷
の
動
き
に
つ
い
て
学
べ
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。

　

架
線
系
作
業
シ
ス
テ
ム
の
研
修
で
は
聞

き
慣
れ
な
い
専
門
用
語
が
あ
り
、
難
し
い

内
容
で
し
た
が
、
班
の
人
た
ち
と
協
力
し

な
が
ら
、
架
線
の
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

　

 

急
峻
な
地
形
の
多
い
四
国
の
な
か
で
、

効
率
的
な
架
線
集
材
シ
ス
テ
ム
、
現
地
の

地
形
に
応
じ
た
高
性
能
林
業
機
械
と
の
組

合
わ
せ
等
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
検
討
し

ま
し
た
。
す
べ
て
の
方
法
が
現
地
に
マ
ッ

チ
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
様
々
な
、

作
業
シ
ス
テ
ム
や
コ
ス
ト
面
を
考
え
な
が

ら
現
地
の
状
況
に
応
じ
て
設
計
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

今
回
の
研
修
は
架
線
集
材
の
勉
強
は
も

ち
ろ
ん
、
県
等
の
林
務
担
当
者
と
交
流
で

き
た
こ
と
が
一
番
の
収
穫
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
研
修
に
積
極
的

に
参
加
し
、
民
有
林
関
係
者
と
情
報
を
共

有
し
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
連

携
し
て
、
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
や
木

材
の
安
定
供
給
・
架
線
集
材
技
術
の
継
承

等
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
け
る
よ

う
、
学
び
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
国
有
林
の
職
場
だ
け
で
な

く
、
県
や
市
町
村
の
林
務
担
当
者
と
交
流

で
き
る
研
修
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 


